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の概要 

ロボットが多用な環境に対して柔軟な動作を自動生成する技術として、深層ニューラルネ

ットワークを用いた深層生成モデルが提案されている。本研究では、人の動きで教示する

ダイレクトトレーニングデータとユーザとのインタラクションから得られる特徴動作な

どを連携し、連想モデルによって学習する動作データベースを構築する。ネットワークカ

メラからの視覚情報と聴覚情報、角度センサからの関節角度情報、そしてユーザが発話す

る言語指示情報から連想モデルによって連想情報を生成し、深層モデルの学習を行う。 

 

本研究期間における成果としては、本研究で使用するロボットアームの導入、ROS によ

る仮想環境の構築、実機ロボットを用いた ROS 制御方式の基礎環境構築とその動作検証

などを行うことができた。さらに感性を取り入れた設計手法の検討、生体情報を用いた信

号処理、アバターを用いたインフェース、ヒューマンインタラクション等のテーマについ

ても取り組みことができた。これらの成果を用いて、今後は深層生成モデルの生成により

動作命令を生成し、関節角度と角速度をロボットの動作命令として生成し、ロボットに生

き物のような動きをさせることで感情を誘発させる手法への展開を目指す予定である。 

※ 次ページに続く 
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